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2「もっと広
ひろ
い世
せ
界
かい
へ出
で
ていく」
経
けい
済
ざい
学
がく
研
けん
究
きゅう
科
か
企
き
業
ぎょう
経
けい
営
えい
専
せん
攻
こう
修
しゅう
士
し
課
か
程
てい
２年
ねん
王
わん
　褘
い
　甲
じゃ
　私
わたし
は小
ちい
さい町
まち
で生
うま
れ育
そだ
ったので、子
こ
供
ども
の頃
ころ
からテレビ
を見
み
ては、外
そと
の世
せ
界
かい
に憧
あこが
れ、行
い
ってみたいという感
かん
情
じょう
を
強
つよ
く持
も
つようになりました。その頃
ころ
から、もっと広
ひろ
い世
せ
界
かい
へ行
い
くために、私
わたし
なりに精
せい
一
いっ
杯
ぱい
頑
がん
張
ば
り続
つづ
けてきました。
でも、日
に
本
ほん
へ留
りゅう
学
がく
できるようになるとは、夢
ゆめ
にも思
おも
いま
せんでした。そして、そのチャンスが訪
おとず
れたのは、大
だい
学
がく
4年
ねん
生
せい
の時
とき
でした。大
だい
学
がく
から推
すい
薦
せん
され、卒
そつ
業
ぎょう
後
ご
に富
と
山
やま
大
だい
学
がく
経
けい
済
ざい
学
がく
研
けん
究
きゅう
科
か
に入
にゅう
学
がく
することになりました。私
わたし
は一
いっ
生
しょう
忘
わす
れない思
おも
い出
で
を作
つく
るためにも、このせっかく得
え
たチャ
ンスを大
たい
切
せつ
にしたいと強
つよ
く思
おも
いました。
　光
こう
陰
いん
矢
や
のごとし、日
に
本
ほん
に来
き
て2年
ねん
が経
た
ち、間
ま
もなく卒
そつ
業
ぎょう
を迎
むか
えます。改
あらた
めて日
に
本
ほん
での生
せい
活
かつ
を振
ふ
り返
かえ
ってみると、
初
はじ
めてのことばかりでした。
　大
だい
学
がく
では日
に
本
ほん
語
ご
を０から勉
べん
強
きょう
し、日
に
本
ほん
語
ご
で発
はっ
表
ぴょう
をし、
ゼミの授
じゅ
業
ぎょう
も日
に
本
ほん
語
ご
で受
う
けました。ホームステイも経
けい
験
けん
し、学
がく
部
ぶ
の見
けん
学
がく
旅
りょ
行
こう
にも参
さん
加
か
しました。すべてが初
はじ
めて
の経
けい
験
けん
で、楽
たの
しさ、達
たっ
成
せい
感
かん
、充
じゅう
実
じつ
感
かん
を味
あじ
わうことができ
ました。そして、これらの経
けい
験
けん
は、様
さま
々
ざま
な面
めん
で私
わたし
を成
せい
長
ちょう
させてくれました。
　また、大
だい
学
がく
での専
せん
攻
こう
は金
きん
融
ゆう
学
がく
であり、第
だい
2言
げん
語
ご
は英
えい
語
ご
でした。来
らい
日
にち
当
とう
初
しょ
、日
に
本
ほん
語
ご
が全
まった
く分
わ
からない状
じょう
態
たい
で大
だい
学
がく
院
いん
の生
せい
活
かつ
が始
はじ
まりました。この時
とき
から、大
だい
学
がく
院
いん
の授
じゅ
業
ぎょう
を
受
う
けながら、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターで日
に
本
ほん
語
ご
を勉
べん
強
きょう
し続
つづ
けて
います。１年
ねん
２か月
げつ
かけて、日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
N1に合
ごう
格
かく
しました。２年
ねん
間
かん
かけて、修
しゅう
士
し
論
ろん
文
ぶん
を完
かん
成
せい
させ、今
こ
年
とし
の
９月
がつ
末
まつ
には卒
そつ
業
ぎょう
ができるようになりました。長
なが
いようで
短
みじか
い２年
ねん
間
かん
に、いろいろな面
めん
でたくさんのことを学
まな
び成
せい
長
ちょう
することができました。しかし、それらを達
たっ
成
せい
する過
か
程
てい
は、そんなに順
じゅん
調
ちょう
ではなく、迷
まよ
う、悩
なや
む、自
じ
信
しん
を失
うしな
う、
苦
くる
しい、怖
こわ
い、寂
さび
しいなどを強
つよ
く感
かん
じた時
とき
が少
すく
なくあり
ません。幸
さいわ
い、私
わたし
の周
まわ
りには優
やさ
しく指
し
導
どう
してくれた先
せん
生
せい
たち、助
たす
けてくれた友
ゆう
人
じん
たち、応
おう
援
えん
してくれた家
か
族
ぞく
がい
たので、何
なん
とか乗
の
り越
こ
えることができました。本
ほん
当
とう
に感
かん
謝
しゃ
しております。信
しん
じがたいかもしれませんが、日
に
本
ほん
へ
留
りゅう
学
がく
することを決
き
める過
か
程
てい
は非
ひ
常
じょう
につらかったです。す
べてを賭
か
けて日
に
本
ほん
へ来
き
ました。２年
ねん
が経
た
ち、私
わたし
の選
せん
択
たく
は 
正
ただ
しいと証
しょう
明
めい
されました。日
に
本
ほん
へ留
りゅう
学
がく
して、本
ほん
当
とう
に良
よ
かっ
たと思
おも
います。
　努
ど
力
りょく
しても、失
しっ
敗
ぱい
するかもしれませんが、きっと何
なに
か
得
え
られるはずです。私
わたし
はそう信
しん
じています。私
わたし
の歩
あゆ
みは、 
これからも止
と
まることなく、世
せ
界
かい
の果
は
てまでつながって、 
もっと広
ひろ
い明
あか
るい世
せ
界
かい
に向
む
かって歩
ある
き出
だ
していきます。
留
りゅう
学
がく
というのはかけがえのない経
けい
験
けん
人
にん
間
げん
発
はっ
達
たつ
科
か
学
がく
部
ぶ
特
とく
別
べつ
聴
ちょう
講
こう
学
がく
生
せい
ディオン　パターソン
　留
りゅう
学
がく
というのは、自
じ
分
ぶん
を成
せい
長
ちょう
させるのにかけがえのな
い経
けい
験
けん
だと思
おも
います。留
りゅう
学
がく
すると自
じ
分
ぶん
と異
こと
なる文
ぶん
化
か
でも
わかるようになると私
わたし
は信
しん
じています。留
りゅう
学
がく
していたと
いう時
じ
間
かん
があっという間
ま
に過
す
ぎてしまって、始
はじ
まりの時
とき
は今
いま
でも覚
おぼ
えています。去
きょ
年
ねん
の９月
がつ
に富
と
山
やま
に来
き
たばかり
の頃
ころ
は違
ちが
う言
げん
語
ご
で話
はな
しながら、いろんな手
て
続
つづ
きやしなく
てはならないことが山
やま
ほどあってとても大
たい
変
へん
でした。し
かし、富
と
山
やま
に到
とう
着
ちゃく
した時
とき
からずっと感
かん
じられたのは、富
と
山
やま
人
じん
からのおもてなしと文
ぶん
化
か
です。一
いち
年
ねん
間
かん
の間
あいだ
世
せ
界
かい
中
じゅう
の
友
とも
達
だち
を作
つく
ったり、前
まえ
に行
い
ったことのないところに行
い
った
り、自
じ
分
ぶん
の成
せい
長
ちょう
に必
ひつ
要
よう
な経
けい
験
けん
ができたりして、絶
ぜっ
対
たい
に忘
わす
れられないような一
いち
年
ねん
間
かん
でした。
　留
りゅう
学
がく
しているうちに支
ささ
えてくださった先
せん
生
せい
方
がた
や友
とも
達
だち
や
出
で
会
あ
った人
ひと
達
たち
に心
こころ
の底
そこ
から感
かん
謝
しゃ
しています。みんなか
らの応
おう
援
えん
がなければ、今
いま
の自
じ
分
ぶん
がない気
き
がして、日
に
本
ほん
語
ご
力
りょく
はこれほど上
じょう
達
たつ
しなかったかなと思
おも
っています。皆
みな
様
さま
のおかげでこれからの道
みち
は来
き
たばかりの頃
ころ
よりもはっき
りわかった気
き
がします。どんな性
せい
格
かく
の人
ひと
であっても、ど
こかに留
りゅう
学
がく
してみたら、留
りゅう
学
がく
する前
まえ
の自
じ
分
ぶん
よりも考
かんが
え方
かた
の広
ひろ
くて、柔
じゅう
軟
なん
的
てき
な人
ひと
になれると私
わたし
は信
しん
じています。自
じ
分
ぶん
の国
くに
と違
ちが
う人
ひと
の間
あいだ
でも、その人
ひと
の文
ぶん
化
か
が理
り
解
かい
できるし、
気
き
持
も
ちが伝
つた
わるし、その上
うえ
にその人
ひと
と分
わ
かり合
あ
えるよう
になるということが大
だい
事
じ
です。人
ひと
の成
せい
長
ちょう
に関
かん
して、この
とても大
だい
事
じ
な時
じ
期
き
に出
で
会
あ
った人
ひと
達
たち
と仲
なか
良
よ
くしていけば、
目
め
の前
まえ
の世
せ
界
かい
が開
ひら
かれると信
しん
じています。皆
みな
様
さま
素
す
敵
てき
な一
いち
年
ねん
間
かん
本
ほん
当
とう
にありがとうございました！
学生からのメッセージ
がくせい
3たった１
いっ
ヵ月
げつ
、されど１
いっ
ヵ月
げつ
人
じん
文
ぶん
学
がく
部
ぶ
人
じん
文
ぶん
学
がっ
科
か
英
えい
米
べい
言
げん
語
ご
文
ぶん
化
か
コース３年
ねん
菊
きく
池
ち
　愛
まな
美
み
　「大
だい
学
がく
生
せい
になったら留
りゅう
学
がく
するんだ！」と私
わたし
が考
かんが
えるよ
うになったのは高
こう
校
こう
生
せい
くらいからだろう。洋
よう
画
が
や海
かい
外
がい
ド
ラマが好
す
きで、海
かい
外
がい
の文
ぶん
化
か
への憧
あこが
れや、思
し
想
そう
に興
きょう
味
み
があ
り、いつか実
じっ
際
さい
に行
い
ってみたいと願
ねが
っていた。ずっと英
えい
語
ご
を勉
べん
強
きょう
することが好
す
きだったのに、その英
えい
語
ご
を使
つか
って
実
じっ
際
さい
にネイティブスピーカーとコミュニケーションをと
る機
き
会
かい
は少
すく
なかった。そんな不
ふ
満
まん
を抱
かか
えていた私
わたし
が見
み
つ
けたのが、ハワイ大
だい
学
がく
マウイカレッジでの１
いっ
ヵ月
げつ
の語
ご
学
がく
研
けん
修
しゅう
である。授
じゅ
業
ぎょう
はもちろんホームステイ先
さき
でも全
すべ
て英
えい
語
ご
。まさに私
わたし
が願
ねが
っていた「英
えい
語
ご
漬
づ
けの日
ひ
々
び
」で、本
ほん
当
とう
に毎
まい
日
にち
が刺
し
激
げき
的
てき
だった。と思
おも
う反
はん
面
めん
、研
けん
修
しゅう
初
しょ
期
き
の授
じゅ
業
ぎょう
で
は、先
せん
生
せい
の指
し
示
じ
が理
り
解
かい
できなかったり、他
ほか
の国
くに
の学
がく
生
せい
と
先
せん
生
せい
が議
ぎ
論
ろん
しているのをただ聞
き
いているだけだったりで、
自
じ
分
ぶん
の英
えい
語
ご
力
りょく
の無
な
さにがっかりした。それでも私
わたし
の留
りゅう
学
がく
したいという夢
ゆめ
を応
おう
援
えん
してくれた家
か
族
ぞく
や、一
いっ
緒
しょ
に研
けん
修
しゅう
に 
参
さん
加
か
した仲
なか
間
ま
たちの存
そん
在
ざい
のおかげで、何
なん
としてもこの１
いっ
ヵ
月
げつ
で成
せい
長
ちょう
してみせるという気
き
持
も
ちを取
と
り戻
もど
すことができ
た。「でもたった１
いっ
ヵ月
げつ
じゃ何
なに
も変
か
わらないんじゃな
い？」行
い
く前
まえ
にも帰
かえ
ってきてからもこう聞
き
かれることが
あったが、自
じ
分
ぶん
の努
ど
力
りょく
次
し
第
だい
である。積
せっ
極
きょく
的
てき
に先
せん
生
せい
に質
しつ
問
もん
したり、買
か
い物
もの
先
さき
で店
てん
員
いん
さんと会
かい
話
わ
を続
つづ
けてみたり、特
とく
にホストファミリーにはとにかく話
はな
しかけたり、週
しゅう
末
まつ
ア
クティビティから学
がっ
校
こう
帰
がえ
りのスーパーまで様
さま
々
ざま
な場
ば
所
しょ
へ
連
つ
れて行
い
ってもらい、現
げん
地
ち
の人
ひと
と交
こう
流
りゅう
するようにした。
つたない英
えい
語
ご
だったけれど、私
わたし
が何
なに
かを伝
つた
えたいという
思
おも
いは伝
つた
わったようで、みんな優
やさ
しく接
せっ
してくれた。英
えい
語
ご
を上
じょう
達
たつ
させたいという強
つよ
い思
おも
いがあれば、１
いっ
ヵ月
げつ
を充
じゅう
実
じつ
したものにできるのだ。まだまだ文
ぶん
法
ぽう
がめちゃくちゃ
になったり、言
い
いたいことを上
う
手
ま
く表
ひょう
現
げん
することができ
ないこともあるけれど、研
けん
修
しゅう
参
さん
加
か
前
まえ
と比
くら
べて、英
えい
語
ご
で話
はな
すことに抵
てい
抗
こう
を感
かん
じなくなった。この自
じ
信
しん
がついたこと
は私
わたし
にとって大
おお
きな収
しゅう
穫
かく
である。出
しゅっ
発
ぱつ
前
まえ
にもっと勉
べん
強
きょう
し
ておけば、もっと成
せい
長
ちょう
できたという後
こう
悔
かい
もあるが、「あ
の時
とき
は上
う
手
ま
く伝
つた
えられなかったことを、次
つぎ
会
あ
ったときに
は伝
つた
えられるようになりたい」という新
あら
たな思
おも
いで、今
いま
英
えい
語
ご
を勉
べん
強
きょう
することができる。研
けん
修
しゅう
での失
しっ
敗
ぱい
や後
こう
悔
かい
も次
つぎ
の目
もく
標
ひょう
のためのモチベーションになる。もし留
りゅう
学
がく
するこ
とを悩
なや
んでいる方
かた
がこの記
き
事
じ
をお読
よ
みなら、失
しっ
敗
ぱい
を恐
おそ
れ
ずにぜひチャレンジしていただきたい。
「考
こう
動
どう
」＋「行
こう
動
どう
」＝結
けっ
果
か
経
けい
済
ざい
学
がく
部
ぶ
経
けい
営
えい
学
がっ
科
か
４年
ねん
恒
つね
田
だ
　英
ひで
哉
や
　「やるか、やらないか。」これは私
わたし
が生
い
きていく上
うえ
で
大
たい
切
せつ
にしている言
こと
葉
ば
です。
　留
りゅう
学
がく
したいと思
おも
ってこれを読
よ
んでいる皆
みな
さん、自
じ
分
ぶん
は
どうして留
りゅう
学
がく
したいのか、そして留
りゅう
学
がく
後
ご
の自
じ
分
ぶん
はどうなっ
ていたいかをしっかり言
い
うことができますか？
　私
わたし
が語
ご
学
がく
学
がっ
校
こう
に通
かよ
っていた時
とき
、自
じ
分
ぶん
の一
いち
年
ねん
後
ご
が不
ふ
安
あん
で
した。なぜか？日
に
本
ほん
人
じん
は英
えい
語
ご
の知
ち
識
しき
はありますが、うま
く話
はな
せないからです。私
わたし
は留
りゅう
学
がく
生
せい
に囲
かこ
まれた環
かん
境
きょう
でいか
に一
いっ
歩
ぽ
先
さき
へ行
い
けるかを考
かんが
え、「学
がっ
校
こう
の日
に
本
ほん
人
じん
の中
なか
でNO.1
の英
えい
会
かい
話
わ
力
りょく
」を目
もく
標
ひょう
に掲
かか
げました。留
りゅう
学
がく
の目
もく
的
てき
を明
めい
確
かく
に
して、目
もく
標
ひょう
を立
た
てるということは自
じ
分
ぶん
のモチベーショ
ンを上
あ
げる上
うえ
でとても重
じゅう
要
よう
なことで、このプロセスは何
なに
をするにしても大
たい
切
せつ
にしていくべきだと留
りゅう
学
がく
の経
けい
験
けん
から
確
かく
信
しん
しました。しかし、さらに大
たい
切
せつ
なのは「行
こう
動
どう
」です。
目
もく
的
てき
や目
もく
標
ひょう
が明
めい
確
かく
でもそれを行
こう
動
どう
に移
うつ
せなければ、限
かぎ
ら
れた貴
き
重
ちょう
な留
りゅう
学
がく
の時
じ
間
かん
を失
うしな
うことになります。私
わたし
の場
ば
合
あい
は、生
い
きた英
えい
語
ご
を学
まな
ぶことがリスニング力
りょく
とスピーキン
グ力
りょく
アップへの近
ちか
道
みち
だと思
おも
い、留
りゅう
学
がく
中
ちゅう
はずっと続
つづ
けてき
た野
や
球
きゅう
をツールとして自
じ
分
ぶん
の力
ちから
で野
や
球
きゅう
チームを見
み
つけて
所
しょ
属
ぞく
していました。このおかげで、英
えい
語
ご
に触
ふ
れる時
じ
間
かん
が
以
い
前
ぜん
よりもさらに増
ふ
えて英
えい
語
ご
力
りょく
が格
かく
段
だん
に上
あ
がり、また学
がっ
校
こう
では知
し
ることのできない会
かい
話
わ
表
ひょう
現
げん
や若
わか
者
もの
言
こと
葉
ば
を学
まな
ぶこ
とができました。そして、学
がっ
校
こう
の先
せん
生
せい
からも私
わたし
の英
えい
語
ご
が
他
ほか
の日
に
本
ほん
人
じん
よりも格
かく
段
だん
にうまいという言
こと
葉
ば
をいただくこ
とができました。
　繰
く
り返
かえ
しになりますが、私
わたし
が最
さい
高
こう
の結
けっ
果
か
を得
え
られたの
は、常
つね
にベストな方
ほう
法
ほう
を考
かんが
えて自
じ
分
ぶん
の目
もく
標
ひょう
に向
む
かって行
こう
動
どう
できたからです。自
じ
分
ぶん
がやるか、やらないかで100得
え
られるものが０になるかもしれません。自
じ
分
ぶん
がやれば視
し
野
や
も広
ひろ
がるし、何
なに
より自
じ
分
ぶん
にしかない貴
き
重
ちょう
な経
けい
験
けん
ができ
ます。事
じ
実
じつ
、私
わたし
は大
だい
学
がく
三
さん
年
ねん
生
せい
まで硬
こう
式
しき
野
や
球
きゅう
部
ぶ
に所
しょ
属
ぞく
して
いました。どんなに忙
いそが
しくても、自
じ
分
ぶん
のやりたいことを
やろうと思
おも
えば人
にん
間
げん
いつでもできるってことです！あき
らめる前
まえ
に、まず行
こう
動
どう
！
　そして最
さい
後
ご
に、私
わたし
の一
いち
番
ばん
好
す
きな言
こと
葉
ば
を言
い
います。
「Love the life you live. Live the life you love.」
「自
じ
分
ぶん
が生
い
きる人
じん
生
せい
を愛
あい
し、自
じ
分
ぶん
の愛
あい
する人
じん
生
せい
を生
い
きろ」
　たった一
いち
度
ど
の学
がく
生
せい
生
せい
活
かつ
、自
じ
分
ぶん
次
し
第
だい
でいくらでも変
か
わるよ。
4国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター掲
けい
示
じ
板
ばん
（五
ご
福
ふく
キャンパス）
コンサルテーション
留
りゅう
学
がく
や国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
等
など
に関
かんしん
心のある富
と
山
やま
大
だい
学
がく
の学
がく
生
せい
の
みなさん、気
き
軽
がる
に国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターに足
あし
を運
はこ
んで
ください。
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
サークル PARTNERS
　４月
がつ
と10月
がつ
にはWelcome Partyを企
き
画
かく
し、
毎
まいつき
月料
りょうり
理交
こうりゅうかい
流会等
とう
を開
かい
催
さい
予
よ
定
てい
です。
　各
かく
催
もよお
しに関
かん
するポスターは国
こくさい
際交
こうりゅう
流センター内
ない
に随
ず い じ
時掲
け い じ
示します。ホームページでも紹
しょうかい
介されま
すので、みなさんふるってご参
さ ん か
加ください。
　また、PARTNERS では留
りゅうがくせい
学生との交
こうりゅう
流に
関
かんしん
心のある富
と や ま
山大
だいがくせい
学生のみなさんを随
ずい
時
じ
募
ぼしゅう
集して
います。
※PARTNERSとは、富
と や ま
山大
だいがく
学に通
かよ
う外
がいこくじん
国人
留
りゅうがくせい
学生と日
に ほ ん じ ん
本人学
がくせい
生との交
こうりゅう
流を目
もくてき
的として立
た
ち上
あ
げられた国
こくさい
際交
こうりゅう
流サークルです。
富
と
山
やま
大
だい
学
がく
で学
まな
ぶ外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
のみなさん、海
かいがい
外へ
の留
りゅう
学
がく
を目
め ざ
指すみなさんを対
たい
象
しょう
に、相
そうだん
談に応
おう
じて
います。
担
たん
　　当
とう
：バハウ　サイモン　ピーター教
きょう
員
いん
実
じっ
施
し
日
にち
時
じ
：水
すい
　曜
よう
　日
び
　2限
げん
　　　　　火
か
・木
もく
曜
よう
日
び
　3限
げん
相
そう
談
だん
予
よ
約
やく
・問
とい
合
あ
わせは、下
か
記
き
事
じ
務
む
室
しつ
までご連
れん
絡
らく
く
ださい。
◆申
もうしこみ
込・連
れん
絡
らく
先
さき
　☎ 445-6106
　cier@adm.u-toyama.ac.jp
センターの２階
かい
には「留
りゅう
学
がく
情
じょう
報
ほう
資
し
料
りょう
室
しつ
」もあり
ます。
富
と
山
やま
大
だい
学
がく
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターは、外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
の受
うけいれ
入・支
し
援
えん
、学
がくせい
生の海
かい
外
がい
留
りゅう
学
がく
の支
し
援
えん
、海
かい
外
がい
学
がく
術
じゅつ
交
こう
流
りゅう
協
きょう
定
てい
校
こう
と
の学
がく
生
せい
交
こう
流
りゅう
に関
かん
する連
れんらく
絡・調
ちょう
整
せい
、外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
に対
たい
する日
に
本
ほん
語
ご
・日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
教
きょう
育
いく
、その他
た
の国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
に関
かん
する諸
しょ
業
ぎょう
務
む
、留
りゅう
学
がく
生
せい
教
きょう
育
いく
・国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
に関
かん
する調
ちょう
査
さ
及
およ
び研
けん
究
きゅう
などをその業
ぎょう
務
む
としています。
詳
くわ
しくはホームページをご覧
らん
ください。〈http://www.ier.u-toyama.ac.jp/〉
〈日
にち
　時
じ
〉2016年
ねん
10月
がつ
19日
にち
（水
すい
）16：30〜
〈場
ば
　所
しょ
〉五
ご
福
ふく
キャンパス共
きょう
通
つう
教
きょう
育
いく
棟
とう
Ｄ11教
きょう
室
しつ
	 杉
すぎ
谷
たに
キャンパス看
かん
護
ご
学
がっ
科
か
研
けん
究
きゅう
棟
とう
11教
きょう
室
しつ
〈対
たい
　象
しょう
〉平
へい
成
せい
28年
ねん
10月
がつ
入
にゅう
学
がく
新
しん
入
にゅう
留
りゅう
学
がく
生
せい
（非
ひ
正
せい
規
き
生
せい
含
ふく
む全
ぜん
員
いん
）＊過
か
去
こ
にオリエンテーションに参
さん
加
か
した学
がく
生
せい
を除
のぞ
きます。
◆連
れん
絡
らく
先
さき
　☎445-6972（副
そえ
島
じま
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
平
へい
成
せい
28年
ねん
度
ど
10月
がつ
入
にゅう
学
がく
新
しん
入
にゅう
留
りゅう
学
がく
生
せい
のための
オリエンテーション
〈日
にち
　　時
じ
〉2016年
ねん
11月
がつ
９
ここ
日
のか
（水
すい
）14：45〜
〈参
さ ん
加
か
費
ひ
〉無
む
料
りょう
〈見
けん
学
がく
場
ば
所
しょ
〉五
ご
百
ひゃく
羅
ら
漢
かん
・富
と
山
やま
市
し
民
みん
俗
ぞく
民
みん
芸
げい
村
むら
　　　　　　※留
りゅう
学
がく
生
せい
と日
に
本
ほん
人
じん
学
がく
生
せい
との「交
こう
流
りゅう
」を目
もく
的
てき
と
　　　　　　　　した見
けん
学
がく
です。
スタディ・エクスカーション
〈日
にち
　時
じ
〉2016年
ねん
10月
がつ
５
いつ
日
か
（水
すい
）12：00〜13：30
〈場
ば
　所
しょ
〉共
きょう
通
つう
教
きょう
育
いく
棟
とう
4階
かい
A43番
ばん
教
きょう
室
しつ
　　　　　※日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
の受
じゅ
講
こう
希
き
望
ぼう
者
しゃ
は、このオリ	
　　　　　　エンテーションに参
さん
加
か
してください。
◆連
れん
絡
らく
先
さき
　☎445-6271（小
お
木
ぎ
曽
そ
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
2016年
ねん
度
ど
後
こう
期
き
日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
オリエンテーション
連
れん
絡
らく
先
さき
　☎445-6971（バハウ研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
